
まず、家庭から出される可燃（燃やす）ごみの約３０％を「生ごみ」が占めています。

「生ごみ」の約70％は水分で占めています。「水切り」をしてから排出することで、

ごみの減量につながります。「水切り」によって５～10％の減量が可能です。

やってみよう！！

水切り運動

生ごみの

生ごみに水が含まれてるの？

八尾市の家庭から排出された可燃（燃やす）ごみは年間約３9,４00トン（令和6年度）。

そのうち、「生ごみ」は推定で約1１,８00トン。

みなさんのご協力で、10％の水切りができたとして、一年間で約1,１８0トンの減量が可能です。

約3０％が生ごみ 「水切り」にご協力お願いします。

ペットボトル

（500ml）

２３６万本分

風呂（200ℓ）

５,９00杯分

25mプール

（400㎘）

３杯分

「水切り」だけでこれだけの減量ができます。

多くが水分



　（使い方）

①　生ごみを入れて、シンクに押し付ける。

　　　（ここで水切りされます。）

②　あとは捨てるだけ。

「水切り」すると、他にどんないいことがあるの？
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●悪臭の防止

生ごみが臭いを放つ原因のひとつは生ごみに含まれる水分です。「水切り」をすることで、悪臭の発生

を抑えることができます。

●ごみの焼却処理の効率が上がる

水分を多く含むごみを焼却処理するには、相当なエネルギーが必要となります。

「水切り」をすることで、焼却に必要なエネルギー（燃料）を抑えることができ、燃焼時に生じるＣＯ

2（二酸化炭素）の抑制につながります。

「水切り」をやってみよう

●生ごみの水分を元から減らす

野菜は洗う前に皮むきをすることで、水分を吸うことを抑えることができます。初めから乾いている生

ごみは、水分を含んでいるものとは別にし、水に濡らさないようにします。

●生ごみを捨てる際に水分を十分に切る

三角コーナーからごみ袋に捨てる際に、十分に水を切ってから捨ててください。

「水切りが大切なことは分かったけど、あまり手間はかけたくない」

そんな方のために、簡単に水切りができるグッズがあります。その中のひとつ、「しぼりっ子」をご紹

介します。

他にも、「こんな方法で水切りできるよ」「こっちのほうが簡単だよ」など、水切りに関するアイデ

アがありましたら、ぜひ資源循環課までお寄せください。

２３６万本分 ３杯分

「水切りグッズ」を使ってみよう


